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　昨年11月28日～29日に、山梨県山砕石事業協
同組合（理事長千野進氏　組合員13社）は、砕石
事業での事故・災害を防止するための「挟まれ・捲き
込まれ体験講習会」を実施、組合員企業の従業員
100名以上が参加した。

　砕石事業は、
河川からの砂利
採取なく、山の岩
石を砕き生コン
クリートや路盤材
等に用いる骨材
（砂利）を製造。
全国的には岩石
の積み込み運搬
などに使用する
建設用機械や大

型重機による事故、砕石プラント内の高所からの転
落、ベルトコンベア使用に起因する事故などが労働
災害の上位にランクされ、減少しない状況にある。
　本県の組合員事業所では、昭和61年からの33年
間重篤な労働災害は発生していないが、労災事故
は作業の慣れや誤った自己判断などからも生まれて
しまう場合もあることから、組合では、作業に潜む危
険の本当の怖さを知ってもらい体験してもらうことが
事故を未然に防ぐための効果が高いものとして、今
回の講習会を企画した。
　講習会は、日鉄住金グループ企業の従業員教育
を専門に行っている日鉄住金ビジネスサービス鹿島
㈱から専任講師を招き実施した。講師料を含め多
額の費用がかかったが、組合員各社からたくさんの
従業員が参加したことで、非常に効果の高い安全教
育講習会となった。

　今回の講習で行った高所危険体験、ベルトコンベ
アなど回転する機械の危険体験、玉掛け危険体験
などを通じて日常作業の中の危険性をあらためて身
近に感じた参加者は、「自分自身だけでなく、大切な
仲間や家族を守るためにも、各人が無事故・無災害
で安全安心な職場づくりに努め、一層気を引き締め
て業務に励みたい。」と真剣な眼差しで取り組んで
いた。
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あいさつを行う瀧田理事長

　山梨県美容生活衛生同業組合（深澤仁理事
長　組合員632社）は昭和33年度に設立、今年度
60周年を迎えたことから、1月15日に石和町の「慶
山」で記念式典を開催した。当日は、国会議員をはじ
め多くの来賓と組合関係者併せて160名余りが出
席した。
　記念式典では、創立60周年記念表彰として全国
日本美容組合連合会や山梨県美容組合の理事長

表彰、25年以
上美容院を続
けてきた県内
23店に感謝状
が授与された。
また、卓越技
能者、生功労
者や優良施設

の表彰等も行われ、感謝状と記念品が贈られた。
　受賞者を代表して甲府北支部の松木朝一氏から
「お客さまが美しくなるのを見るのは幸せなこと。何
歳になっても働く楽しさを感じる。一層の業界の発展
に向けて働き続けたい。」とこれまでの歩みを振り
返っての謝辞があった。
　美容学校の山形校長からは、「美容学校でも次世
代を担う人材の養成のため創造性と技能を備えた
人材の育成を目指して行く。学生の技術向上はもと
より、将来・業界のリーダーとなり活躍して行ける人
材が育つことを期待している。これからも組合のさら
なる発展と美容業の将来に向けて力を注いでいきた
い。」とお祝いの言葉が送られた。
　深澤理事長からは「組合が60周年を迎えることが
できたのは、組合員と組合関係者の協力の賜物。美
容業界は、日々 多様化する顧客ニーズや最新ファッ

ションに対応し、流行に敏感なお客さまに満足しても
らえる高度で新しい技術の提供が必要とされてい
る。これからもお客さまに新たな“美”を提案し、毎日
をより美しく若 し々く健康的な生活が送れるよう、“き
れいと感動”を提供できる業界となるために更なる
発展を目指していきたい。」と将来に向けての抱負と
決意を述べた。
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　山梨生コンクリート協同組合（瀧田雅彦理事長　
組合員12社）と峡南生コンクリート協同組合（柳澤
晋平理事長　組合員5社）は、山梨県内6地区の消
防本部と「火災時における消防用水の確保に関す
る協定」を締結した。

　協定に参加した消防本部は、甲府地区、峡北、笛
吹市、峡南、東山梨、南アルプス市で、県の中央部
から西部を網羅している。主な協定内容は　①大規
模火災の発生時に組合は消防機関からの要請を受
けてコンクリートミキサー車で消防用水を運搬し、消
火活動を支援する　②災害時の円滑な対応のため
の共同訓練の実施する　などとなっている。
　協定締結式は、甲府地区消防本部で昨年12月6
日に関係者30名余りが出席して行われた。
　締結式の冒頭であいさつに立った今井洋甲府地
区広域行政事務組合消防本部消防長は「2016年
11月の新潟県糸魚川市での大規模火災を教訓に、
災害発生にスムーズな消火活動の体制を整備する
ことを目的に協定を結んだ。水源のない火災現場に
おいても消火作業に不可欠な水の確保ができるこ
とになり大変心強く感じている。両協同組合に感謝

したい。」と述べた。
　また、両組合を代表してあいさつした瀧田理事長
は「生コン業界は社会基盤を構成する基礎材料の
供給を通して、これまでも地域貢献をしてきた。地域
密着産業として、今回の協定により防災面でも地域
住民の生命・財産の安全確保の一翼を担えることを
光栄に思う。今後も消防本部と連携し、より一層地
域に貢献していきたい。」と語った。

●山梨県山砕石事業協同組合
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創立60周年記念表彰

山形校長

機械に巻き込まれた場合、人間の力では止められない

高所作業用安全帯も
使用方法を間違うと大事に至る

深澤理事長

協定締結式でがっちり握手を交わす


